3 ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 大 自然 を 深く 知る 
太古 の 息吹 
歩い て 知る 釧路 湿原 の 魅力 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
肌 較 "156,000 円 159,000 円 164,000 円 
181.,000 円 184.000 円 189,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 合同 コー ス で す 。 涼 乗員 は 初日 羽田 空 潜 か ら 最終 日 羽 田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 : 網走 バス 、 く し ろ / 北海 道 拓 礼 バス 、 お び う ん 観光 バス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋 
室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P39 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 着 中 温 原 で は 林道 や 自然 歩道 を 歩い て 探 隊 し ます 。 ハイ キン グ シュ ー ズ な ど 足 元 の し っ か り し た 履 勿 、 
上 下 セ バ レ ー ト の 雨 衣 ・ 雨 具 、 ご 準備 下さ い 。 天 侯 に よっ て は 気温 の 低下 や 、 必 が 強い と 体 
感 温度 が 低く な る こと が あり ます の で 、 ウ ィ ン ド プレ ー カ ー や 薄手 の 防 春 療 な ども ご 用 意 下さ い 。 


行程 ー バ ス 当 工 議 … 徒 歩 = 列車 一 船 tt その 他 
羽田 空港 (11:10~1:10) 促 中 空港 伊丹 空 港 (6:50--10:50 発 ) づ 九 田 空港 
当 釧 路 空港 


ー 促 路 市 湿原 展望 台 (展示 館 で 釧路 温 原 に つい て 学び 、 サ テラ イト 展望 台 ヘ 一 周 
2.5km の 遮 歩道 で 足 償 ら し ) ユタ 刻 : 釧 路 プ リン ス ホ (季節 の 会 席 膳 タ 食 ) 
表 : 宿 一 釧路 湿原 ・ 温 根 内 ( 難 花 や 野鳥 を 観察 し な が ら 木 道 を 散 系 ) っ キラ コタ 
ン 岬 ( 郊 路 温 原 の 最深 部 、 チ ル ワ ツ ナイ 川 を 眺め な が ら 太 古 の 景色 が 広がる 也 境 へ 
往 45km ・ 約 2 時間 の ウォ ー ク ) > コッ タロ 湿原 (低層 湿原 と 河川 沼地 が 広がる 原 
始 か ら の 風景 ) 一 細 岡 展望 台 (蛇行 する 佑 路 川 と 広大 な 温 原 、 雄 阿寒 ・ 上 阿 夫 岳 の 
|) 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (洋食 コ ー ス 料理 夕 胡 ) 

豆 : 宿 つ 細 隊 一 昌行 する 釧路 川 を カヌ ー で 川下 り 、 川 面 の 目線 で 湿原 体感 一 
岩 保 本 水門 つ 壊 路 湖 ( 湖 隊 散策 、 大 茶 町 博物 館 ) 培 路 釧網 本 線 [ロー カル 線 
の 車窓 か ら 湿原 展望 ] = 釧路 … 和 商 市 場 (自由 に お 買物 、 勝 手 填 な ど 自 由 昼 食 ) 


釧路 空港 呈 羽 田 空港 (17:00>20:30 着 ) 釧路 空港 羽田 空港 
伊丹 空港 (18:30 一 20:90 着 ) 


昌和 6AEA5E10 


ャ アド ベジ チャ ー 
宮 シー リズ ムキ 


釧路 湿原 
細 同 展望 合 


促 路 プリ ンス ホテ ル 外向 釧路 川 


ここ が オス ス メ ! 

釧路 湿原 を 知り 尽く し た ネイ チャ ー ガ イド が ご 案 
内 し ます 。 

広大 な 釧 牙 湿原 を 堪能 ! ご 自分 の 足 て 歩い て 、 カヌ 
ー で 川下 り を し な が ら 、 ロ ー カ ル 線 に 乗っ て … さ ま 
さま か 角度 か ら じ っ くり と 体感 し ます 。 

大 の 景色 が 広がる 秘境 「 キ ラコ タン 岬 」 へ も ご 案 
内 し ます 。 


ぐり 地元 歴史 ガイ ド が 3 日 間 同 行 ! 月 山 志津 温泉 連 泊 ! 
出羽 三山 を 巡る 歴史 探訪 の 旅 
自然 と 信仰 息づく 東 の 奥 参 り 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


121.000 円 123,000 円 133,000 円 
134,000 円 136,000 円 146,000 円 


|ー ス で す 。 浅 生計 は 初日 東 京 駅 か ら 最終 日 山形 ま た は 山形 空港 まで 同行 
案内 し ます 。 

光 パ ス ま た は 山 交 パ ス ま た は 庄内 交通 また は 松山 観光 パス 

し ・ ト イレ な し ) 
いて は P39 を ご 参照 下さ い 。 


| 時 | 叶 吉 | < 人 ま | 


※ 利 用 パス 会 社 : べ に ば 
※ 部 屋 タイ プ : 和室 (, 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 
※ 写 真 は 全て イメ 
※3 日 目 、 羽 黒山 五 昌 は 及 道 約 20 分 歩き ます 。 歩 さや すい 孤 半 と 肛 物 で ご 参加 下さ い 。 
※「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 ス タン プ 陣 印 対象 

行程 つづ パ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


『: (8:00~9:30 玩 ) 大 宮山 形 。 伊 凡 空港 (0:30 て 12:30 発 っ 


山形 空港 
っ 岩根 沢 神社 (I 旧 日 月 寺 ) 本道 寺 口 之 宮 湯 暴 山神 社 ( 護 麻 折 待 、 か つて は 「 徳 
川 家 セ 祈願 所 」 の ひと つと され て いた ) 一 大 井沢 湯殿 山神 社 ( 旧 大 日 寺 兎 、 住 時 は 
日 本 七 大 寺 場 の ー ヶ 所 に も 数 えら れ た ) -+ タ 刻 : 月 山 記 津 温泉 ・ ま いづ る や 泊 
午前 : 邊 姫 沢 リ フト 下 駅 t+ 上 駅 … 巡 ヶ 病 分 時 よ り 月 山神 社 礼拝 … 上 駅 せ 下 
駅 一 湯 殿山 参拝 バス つ 本 宮 ・ 奥 の 院 ( 参 語 ) 参拝 バス 参 衝 所 ( 靖 進 料 
理 尽 食 「 当 ツア ー 特 別 メ ニュ ー」、 湯 典 山 仙人 澤 温 泉 「 御 神 湯 」 入浴) - 注 連 
寺 ( 印 身 公 「 鉄 門 海上 人 」 安 暫 ) 田 訟 俣 ( 合 学 千 り 多層 民家 ・ 七 つ 適 ) っ タ 刻 
同 温泉 泊 
本 全 「 古 道 太 十里 江 街 衛 」 朝 ウォー キン グ 約 2km 午前: 宿 つ 民 黒 山 ( 国 


宝 ・ 五 重 塔 部 杉 、 片 道 徒歩 20 分 ) 一 選 黒山 山頂 ( 三 神 合 祭 殿 ) 一 水沢 温泉 入浴 つ 


山形 三 大 宮 三 東京 (19:30~20:50 着 ) 山形 空港 便 丹 空 港 (18:30~-19:50 着 ) 


ド ペ ンチ ャ ー 
ツー リズ A+ 


湯殿 山 精進 料理 を 当 ツ ア 
ー 特 別 メ ニュ ー で ご 用 意 よ 


湯殿 山 大 鳥居 


十 よ り 人 々 を 惹き つけ て きた 山 病 信 仰 の 聖地 、 出 羽 
三山 。 羽黒 山 は 現世 の 幸せ を 祈る 山 (現在 )、 月 山 は 
死後 の 安楽 と 往生 を 祈る 山 ( 介 寺 )、 湯 典 山 は 生ま れ 
か わり を 祈る 山 (未来 ) と し て 、 こ の 三山 を 巡る こ 
と は 、 現在 ・ 過 去 ・ 未 来 を 巡る 「 生 まれ か わり の 旅 」。 
地元 上 史 ガイ ド が 3 日 間 同 行 、 精 進 料 理 や 山形 の 旬 
の 味覚 ぁ 楽 し む 大 人 の 出羽 三山 語 で 。 


法 の 只 各 記 | 
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